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【#23】葦原海 原稿 

００００ 

 

 

 

０００５ 

 

 

０００８ 

 

 

 

 

 

００１１ 

 

 

００１２ 

 

 

 

 

００２７ 

 

 

 

 

 

 

００３９ 

 

 

００４２ 

 

 

００４３ 

 

 

 

髙橋 

さあ始まりました。トゥルーカラーズチャンネル。 

本日のナビゲーターはユージさんです。 

 

ユージ 

よろしくお願いします。 

 

髙橋 

よろしくお願いします。何かお久しぶりですね。 

 

ユージ 

お久しぶりでございます。よろしくお願いします。 

 

髙橋 

どんな方を今日は 

 

ユージ 

この方はとにかくかっこいい。そして何といっても世界で活躍してる。 

僕もお会いするのは初めてなんですが、 

この方を見るとエネルギーをもらえるそういう方です。 

 

髙橋 

じゃ、さっそくご紹介しましょう。こちらの方です。 

モデルやインフルエンサーとして活躍されている葦原海さんです。 

 

葦原 

よろしくお願いします。 

 

ユージ 

この方です 

 

髙橋 

はい私も観てます SNS で 

 

葦原 

ありがとうございます。 
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００４５ 

 

００５２ 

 

０１０１ 

 

０１０５ 

 

０１１０ 

 

 

０１２０ 

 

０１２６ 

 

 

 

 

 

 

 

０１３６ 

 

 

 

０１４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N１ 本日のトゥルーカラーズゲスト葦原海 

 

N２ 16 歳で両足を切断する事故に遭い、以後車椅子での生活を送る彼女 

 

N３ 現在はモデルとして活動し 

 

N４ 2022 年にはミラノコレクションに出場を果たす 

 

N５ また SNS での発信も積極的に行なっており、 

   総フォロワー数は 66 万人を突破 

 

N６ 車椅子生活のリアルな情報などを発信している 

 

髙橋 

海さんといえばモデルとして活躍されていて、 

昨年はなんとミラノコレクションに出演されて、 

今年の 3 月にはパリコレにも出演されるそうですね。 

 

葦原 

そうです。 

 

ユージ 

すごいことなんですよ。本当に。 

どういうきっかけでミラノコレクションの出演というのが決まったんですか 

 

葦原 

元々2021 年の時に。 

夏にミラノコレクションのオープニングムービーの 

オーディションがあったんですよ。 

その WEB 投票して欲しくて TikTok を使って 

TikTok ライブをしたんですけど、 

その時に、今回出演させてもらうデザイナーさんのエージェントの方が 

私の TikTok を知ってくださっていて、 

ライブ配信のを見たら、本当に根から明るい子なんだなっていうのが 

伝わってくれたみたいで、 

そこでデザイナーさんに紹介したいっていうことで紹介いただいて、 

そこから翌年の 2022 年に、 

ぜひ出ないかっていうのをデザイナーさんから連絡頂いたって感じ。 
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０２２０ 

 

 

０２２３ 

 

 

０２２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０３０１ 

 

 

０３０４ 

 

 

 

 

０３１１ 

 

 

０３１４ 

 

 

 

 

 

０３２５ 

 

 

０３２８ 

 

 

 

ユージ 

すごいね 

 

髙橋 

実際にミラノコレクション、ランウェイ歩いてみてどうでしたか。 

 

葦原 

まず海外の海外に行くことが初めてでそもそも。 

しかも普段この車椅子に乗ってるんですけど、 

この車椅子が、自分で漕ぐタイプなので、手動のタイプなんで、 

自分の着るブランドの洋服が振袖みたいな感じで着物をアレンジした 

感じなんですよ。なので、袖の部分が、やっぱりどうしても綺麗に 

見せれないから絡んじゃったりとかしたら怖いしってことで、 

ちょっと電動のタイプがいいんじゃないかっていうので、 

普段のこの車椅子を使わずに違う車椅子でランウェイすることになってたんで 

 

ユージ 

でも普段電動を乗っていないですよね 

 

葦原 

そうなんですよなんです。これ電動アシストなんですけど、 

自分でこぐタイプなんで、完全なスティックの完全電動のタイプ乗ったことがな

かったので 

 

髙橋 

始めたばっかりだ 

 

葦原 

始めたばっかりですしスピード感覚もわからないから、 

ランウェイを歩くスピードもメモリいくつが一番ちょうどいいのかもの 

リハしたかったですけど、 

当日行ったらリハがなくなっちゃって 

 

髙橋 

そんなことあるんですか？ 

 

ユージ 

それはなぜなくなるの？ 
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０３２９ 

 

 

０３３５ 

 

 

 

０３４３ 

 

 

 

 

 

０３４７ 

 

 

 

 

 

０３５２ 

 

０３５７ 

 

 

 

０４０３ 

 

 

 

 

 

０４２１ 

 

 

０４２６ 

 

 

 

 

 

葦原 

リハがスタートが遅れて後半のブランドさんはリハが全然できなくて。 

 

ユージ 

後半のブランドだったんだ 

実際はリハなしで挑むわけじゃないですか。成功したんですか。 

 

葦原 

はい、成功しました。 

 

髙橋 

すごい！ 

 

ユージ 

普段からやっぱり度胸がある方なんだなっていうのは伝わりました。 

 

髙橋 

伝わって来ました。かっこいい。 

 

N７ 事故を振り返って…（音声専用） 

 

髙橋 

16 歳の時に交通事故に遭われたとのことですけど、 

その当時のことって覚えていらっしゃいますか？ 

 

葦原 

事故当時にはまず意識がなくて 

救急車で運ばれている時とか着いた時とか、全くそれこそ意識がなくて 

目が覚めたのも結構経ってから数日経ってから目が覚めて、 

もうその時には足を切断されてたみたいなんですけど、私は知らず。 

 

髙橋 

気づくこともなかったんですか？ 

 

葦原 

そうです。 

今もそうなんですけど、幻肢痛っいって足のある感覚があるんですよ。 
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０４４０ 

 

 

０４４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０５２８ 

 

 

０５３１ 

 

 

 

 

 

０５３８ 

 

 

０５４１ 

 

 

 

 

 

ないんですけど足のある感覚があって。 

ベッドにいる時とかも、足をぴんとする感覚があるんで、 

もちろんその布団を被っていることもあるしすぐに気づかず。 

 

ユージ 

それは誰かその場ではすぐ言ってくれなかったんですね 

 

葦原 

言ってくれなかったですね。 

目が覚めた時はベッドにシーツとかひかれてて 

そのちょっと寝返りも若干打った時とかに 

そのシーツがズレちゃったんですよで、それをもどそうかなと思って 

お尻あたりだったので、手を突っ込んで戻してた時に、 

ズボン履いてなくて、ビニールみたいなのが手に当たったので、 

何だろうって思ってこう覗くことはできなかったんですけど、 

点滴とかも繋がってたんでただ、 

膝辺りぐらいとかを触ろうかなみたいな感じで手を伸ばしたところ、 

結構ずっとビニールみたいのが続いてたんですよね。その触り心地が。 

結局そのつま先くらいまで触れる感覚がなくて。 

だからあれなんかもしかして足は途中から切断されてるのかなみたいな感じで、

ちょっと薄々気づいて。 

 

髙橋 

めっちゃ冷静じゃないですか 

 

ユージ 

ねぇ。何かちょっとイメージだと、やっぱりそれって衝撃だから 

 

葦原 

嘘でしょっていうよりは、どこまで？って 

 

髙橋 

何となく予想はあったんですか？ 

 

葦原 

予想は正直足を切断するって予想は全くなくて。 

ただ、やっぱりその ICU の期間も長かったし、その両手点滴もあったことで、 

絶対無傷な訳ないだろうっていうのはぼんやり思ってた時だったんですよね。 

手に麻痺があるかもしれないし、例えば鏡が見れるような生活じゃなかったの

で、顔がえぐれてたりとかどうなっているかわからない状態だったので。 
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０６０２ 

 

 

０６０６ 

 

 

 

 

０６１２ 

 

 

０６１５ 

 

 

 

 

 

０６３３ 

 

 

 

０６４０ 

 

 

 

 

 

 

０６５４ 

 

 

０６５７ 

 

 

 

 

０７０２ 

 

 

 

ユージ 

そっか、鏡もまだ見れてなかったんですね。 

 

葦原 

そうなんです 

結局自分からお医者さんに 

聞きました。その足って切断したんですか？みたいな 

 

ユージ 

自分から聞いたんですか？ 

 

葦原 

はい。なんで、お医者様もすごくびっくりしていて、 

最終的にお医者さんから事故当時にもう切断をすぐにしたっていうのを 

色々説明受けて、その後に返した言葉がいつ退院できますかって 

言ったみたいで 

 

ユージ 

すごいな。足がないって知ってからの 2 言目に、 

じゃあ退院はいつできるんですかと。 

 

葦原 

早く退院したいっていうのはずっと思ってたんで 

元々すごいアクティブで、 

例えば学校行ったり友達と遊んだり、 

バイト行ったりとかそういう感じだったので、 

あんまり家に 1 日中いるっていうタイプじゃなかったんですよ。 

 

ユージ 

結構アクティブだったんですね 

 

葦原 

そうなんですよ。 

何で 24 時間ベッド上ってほうがつらくて、 

いつごろ退院できるんですかって言うのを返しました。 

 

ユージ 

切り替えが早いですね。なんでそんな素早く切り替えが？ 
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０７０７ 

 

 

 

 

 

 

 

０７３２ 

 

 

 

 

 

 

０７４６ 

 

 

 

 

 

０８０１ 

 

 

０８０５ 

 

 

 

 

 

 

 

０８２３ 

 

 

 

０８３１ 

 

 

 

葦原 

自分の中では切り替えたつもりなくて、足がないっていうことよりも、 

まず何ていうか生きていられる感謝の方が大きかったんですよね。 

意識がある程度戻ってちゃんと生きてるんだっていうのが自分も認識できる期

間があって、 

その後に足がないってことがわかってっていう、 

自分の順序というか。そういうのがよかったのかなと思いつつ。 

 

ユージ 

すごいね。 

めちゃくちゃ前のめりですね 

でも気持ちは前に行っててもそれって気持ちであって、 

実際にそこから例えばリハビリが必要になったりとか、 

それは結構簡単じゃなかったですか？ 

 

葦原 

リハビリはもちろん簡単ではないじゃないですか。 

例えば床トラっていって、 

床から車椅子のこの高さに自分で腕だけで登るっていうのが一番できなくて 3

か月くらいかかってしまって。 

 

ユージ 

そうか腕だけですもんね。 

 

葦原 

はいでも一番多分大事というか。 

やっぱりその車椅子から自分が例えば街中で落っこちた時に 

自分で乗れたりするのも大事だし、 

風呂とか入るのもやっぱ床に降りなきゃいけないから、 

それができるようになったら退院できるっていうふうに言ってくださったんで、 

もうそれを必死でやってましたね。 

 

ユージ 

退院後に車椅子での生活が始まるわけじゃないですか。 

そこに関しての戸惑いとかはなかったんですか？ 

 

葦原 

戸惑いはなかったですね。 

私も最初病院出た時はどうなんだろうって気になったところがあったんですけ

ど、そのまずリハビリの時に一回外出練習っていうのがあって、 
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０８５０ 

 

 

０８５４ 

 

 

 

 

０９０４ 

 

 

０９０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０９２５ 

 

 

０９２７ 

 

 

 

 

 

 

０９４４ 

 

 

０９４７ 

 

そのリハビリの訓練士さんが付いて一回外にリハビリに行くんですよ。 

その公共機関を使って。 

なのでバスとか電車の乗り方もそこで教わるというか。 

 

ユージ 

それもやるんだ 

 

葦原 

それがあったので、多少やっぱり何となくイメージができてたっていうのがあっ

たので、もうこれは退院できると思っちゃって、自分で。 

主治医に早く退院させてくださいって言って。 

 

ユージ 

私できますと。 

 

葦原 

でも車椅子を作らなきゃいけないんだよって、 

車椅子どれを選ぶかっていうのもリハビリの時間を使ってやるんですけど、いろ

んな種類があったりとかして選ぶ中で、 

今乗っているやつがわりとオーダーメイドのところもあって、 

作るのに半年以上かかるって言われて、 

 

ユージ 

そっか 

 

髙橋 

結構かかるんですね 

 

葦原 

え！半年も入院できませんって 

じゃどうするんだみたいに言われて。 

お父さんとかに言って、市から車椅子のレンタルができるっていうことを調べて

くれて、じゃあ私は自分の車椅子ができるまでレンタルでいいんで早く退院させ

てくださいって言って、自分の車椅子ができる前に退院しました。 

 

ユージ 

すごいね 

 

N８ そして退院後、18 歳の頃からモデルとして活動を始めた彼女 
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０９５６ 

 

１０００ 

 

 

 

 

１００９ 

 

 

 

１０１６ 

 

 

１０１９ 

 

 

 

 

 

１０３１ 

 

 

１０３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N９ では、そのきっかけは？（音声専用） 

 

ユージ 

モデルの活動にさっきミラノコレクションパリコレの話がありましたけど、繋が

るのはどういうきっかけなんですか。 

 

 

葦原 

えーとモデルは元々車椅子ユーザーになる前はやったことがなくて、 

興味関心すらもないみたいな 

 

ユージ 

なかったんだ 

 

葦原 

ないですね 

もちろん、そのテレビとかでモデルさん見るのは好きでしたけど、 

その自分がモデルになろうと思ったことは一切なくて、 

むしろ小学校 5 年生ぐらいから大道具さんっていうテレビのスタッフ。 

 

髙橋 

真逆ですよね 

 

葦原 

はい。そういう大道具さんの仕事をしたくて 

中学の時から高校を卒業したらここに行きたいって 

専門学校を決めてたんですよ。 

高校 1 年生の時に車椅子になって高校 3 年生で進路決めるってなった時に、 

ここの専門学校に問い合わせをしたところ、 

車椅子ユーザーで入学させたことがないとか、 

ちょっとコースによって狭い部屋があるっていうのを聞いて 

でまあちょっと難しいかもっていう回答だったんですよね。 

で私もじゃあ実際学校に出たからといって、 

大道具って職種に就けるかって考えた時にやっぱり高いとこ登って装飾するし、 

重いものを運んだりとか物理的に難しいだろうなっていうのは 

そこでようやくうすうす思って 

ただ、やっぱずっとそれを夢に思ってたからこそ、諦めきれなくて 

違う専門学校に結局行くことになったんですね。 

いくつかコースある中の私はデザイン系を選んでたんですけど。 

ただデザインの仕事をしたいかってよりは色彩とかいろいろ学ぶ上で 
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１２００ 

 

 

１２０４ 

 

 

 

 

 

１２０６ 

 

 

１２０９ 

 

 

１２１０ 

 

 

 

１２１５ 

 

１２２２ 

 

 

 

 

１２３７ 

 

 

１２３９ 

 

何かしらそういう、元々大道具がやりたかった近いところには就けるのかなみた

いにぼんやり思いつつやってたところ、その専門学校に通っていた時期に、 

知人伝いで某番組の中にあるファッションショーの企画に出ないかって 

お声がけいただいて、 

その時はモデルをやりたくて参加したっていうよりは、 

そういう番組内でのファッションショーなんですよ。 

 

 

 

ユージ 

番組のね 

 

葦原 

なので、その番組の裏側が見れるかもって思って、 

 

ユージ 

なるほど 

 

髙橋 

そっち目線なんだ。 

 

ユージ 

テレビの企画だったんだ 

 

葦原 

そうなんですよ。なんで、テレビの裏側が見れるかもと思って、 

ぜひって言っては参加して。 

 

N１０ そんな初ステージで、彼女はあることを感じたという 

 

葦原 

その時のショーは、元々自分がどう見えてるかっていうことよりも 

どんな人が来てるんだろうみたいな感じで、やっぱ裏方目線で 

見てしまった時に“かたより”があるなっていうふうに感じてしまって 

 

髙橋 

“かたより”ですか？ 

 

葦原 

放送後に SNS とかのコメントを通してなんですけど、 
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１３０５ 

 

 

 

 

 

１３１８ 

 

 

 

 

 

 

 

１３３２ 

 

 

 

 

 

１３３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４０９ 

 

 

１４１４ 

 

障害を持っている当事者さんとか、そのご家族さんとか、 

福祉関係の企業さんとか学生さんが多くて 

元々興味関心のある方たちしかというか、 

そういった方が多めのだって思った時に、 

何て言うか広めようとしてるのに広まってないじゃんみたいな。 

 

ユージ 

その人たちはそのことに関心がある人たちで、詳しい視聴者だったりとか、 

応援してる人たちだから、その人たちに届けることも大事だけど、 

要はその人じゃない人たちにもっとこういうことを知ってもらいたいって思っ

たってこと？ 

 

葦原 

もちろんそのイベントは 

すごく当事者を勇気付けたりとかするような企画だったと思うけど、 

私としてちょっと納得がいかないとこもあって。 

 

ユージ 

もっと知らない人に届けたいと 

 

葦原 

で、自ら表舞台を選ぶようになりました。 

 

髙橋 

それで SNS とかを始められたんですか？ 

 

葦原 

その時は Twitter とインスタを趣味程度でやっていたんですけど、 

その時は本当にモデル活動からまず先行させてやっていて、 

なんで例えばイベントがあった時によんでくださったら、 

例えばその後の打ち上げとかには基本的には参加して、 

自分の活動の思い入れとかを話したりとか、異業種交流会とかも結構自主的に 

行って、興味関心とか共感してくださった方が 

お仕事つないでくれたりとか人を紹介してくださったりとか。 

 

ユージ 

架け橋だね行動力すごすぎる。 

 

N１１ そんな彼女は現在、モデル活動と並行して動画配信も開始。 
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１４２２ 

 

１４２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４４４ 

 

 

１４４５ 

 

 

１４４９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N１２ 車椅子ユーザーとしてのリアルな声を発信している… 

 

ユージ 

見ました？TikTok とか 

見てるっておっしゃっていましたし、僕も見てたんですけど、 

結構僕の中で印象に残っているのは、ちょっと触れたくない部分というか。 

例えばトイレ事情とか聞いてくる人もいっぱいいるわけじゃないですか。 

でも、そういうのを全部答えてますよね。 

 

 

葦原 

そうですね 

 

ユージ 

それは何か思いがあるんですか。 

 

葦原 

自分が車椅子ユーザーになった時に初めて知ったことってたくさんあって 

で、その時になんでそのいわゆる歩けてた頃は 

知らなかったんだろうっていうのも思ったんですよね。 

でも、今の時代って、 

それこそ SNS を通して聞いてくれるって知ろうとしてくれたりとか、 

いわゆる興味本位だとしても、 

それって気になってくれてるだけでうれしいなって思ってるので、 

わりと素直に答えてるというか。むしろ知ってもらえたほうが事情が広まって、 

あっこうしてあげたほうがありがたいんだなとかって 

知ってもらえる機会にもなると思ってて。 

 

ユージ 

確かにそうかも。見た目じゃわからないこといっぱいありますから。 

経験したことない人って目で見て想像は僕もそうですけど、想像はするんですよ 

きっとこういうこと大変なんじゃないかなって。 

ただ実際に当事者になってみないとわからない大変さを 

自ら発信してくれているので、そこはすごくいいメッセージが届いているのかな

と思います。 

 

葦原 

ありがとうございます。 

 

ユージ 
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１５４３ 

 

 

 

１５４９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６５４ 

 

 

１６５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７４０ 

SNS の反応から 

海さんが気付かされることとかってありました？ 

 

葦原 

ありますあります。強いて１つ言うならば 

たまたま出張先で泊まったホテルの動画を投稿した時に、 

私はホテルではこういった生活をしてるよみたいなこういう、 

過ごし方をしてるよみたいな実演的な動画だったんですよ、 

コメント欄をいろいろ見た時にそこのホテルじゃない、 

別のホテルの従業員の仕事をしてますっていう方から 

車椅子ユーザーをフロントで対応したりとか、 

朝食の時にバイキングをお手伝いするとか、 

そういったことはお手伝いさせていただくことはあるけども、 

お部屋の中に入った瞬間、お手伝いすることがないから、 

どういうふうに過ごしてるかがわからなかったですみたいな 

この動画でわかってすごく勉強になりましたっていう。 

たしかにホテルの部屋の中に防犯カメラがあるわけはないですから、 

わからないじゃないですか 

自分はこういうふうに生活してるよっていうのを 

１人の個人としての発信のつもりだったんですけど、 

なんかやっぱり自分で気付けなかった点というか、 

そういったところもコメント欄とかやっぱり勉強になることがありますね。 

 

ユージ 

それは自分にとっても気付きでしたよね。 

 

葦原 

そうですそうです。なんで、いつも基本的に発信をする時に 

両者の立場に立ってお話しするようにはしてるんですよ 

例えばバリアフリーにしてほしいところももちろんあるけど 

でもなんか例えばバリアフリーにしすぎず、 

旅館のテーマを崩したくないって気持ちもちろんわかるし 

両者の気持ちに立ってお話するようにはしているんですけど、 

バリアフリーって正解が別に特にないので、 

どこまでじゃあ求めるのが正解かっていうのもないですし、 

じゃあ今現状そこに車椅子ユーザーがいた時にどう対応するかっていう 

心のバリアフリーを広めた方が早いなと思っていて、 

その環境は二の次 

 

髙橋 
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１７５０ 

 

 

１７５６ 

 

 

 

 

１８０３ 

 

 

 

 

 

 

 

１８２７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８５５ 

 

 

１８５６ 

 

 

１９００ 

 

 

 

そんな常にアクティブに前に進むっていう力を持っている海さんですけど、これ

までの経験を踏まえてご自身が大事にしていらっしゃる言葉って 

どんな言葉がありますか。 

 

葦原 

はい私が大事にしている言葉は向き不向きより前向きです。 

 

N１３ 葦原海のマイトゥルーカラーズワード 

 

葦原 

向き不向きより前向き 

 

葦原 

そもそも好き嫌いは別として、向いてるか向いてないかってやってみないとわ

からないですし、 

私自身事故をきっかけに今を全力で楽しもうっていう風な気持ちがすごく強く

なって、生まれ変わってもまた自分になりたいって思える自分でいたいってい

うのがあって、なので、 

人生後悔なく生きたいなっていう気持ちがいつも強いです。 

 

ユージ 

力あるわこの言葉。これはね響きました。 

前向きに行かないといけないね 

本当にやっぱり 

両足を無くしちゃうってなっちゃった場合に、それを知った時に 

多くの人は途方に暮れちゃうのなって僕は思ったんですけど、 

海さんの場合その現実をすっと受け入れて、もうないんだったらないで、 

次私にできることなんだろうみたいな 

その前を向く姿勢がかっこいいなと思いました。 

 

葦原 

うれしいです。 

 

ユージ 

ありがとうございます。ひかるちゃんはいかがでしたか？ 

 

髙橋 

すごくこれまでアクティブにやりたいこととか挑戦したいことに 

前向きにチャレンジしてきた海さんだからこそ、 

この向き不向きより前向きってとにかくやってみなきゃ 
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１９１７ 

 

 

１９２０ 

 

 

１９２２ 

 

 

 

 

１９２９ 

 

 

１９３３ 

 

 

１９３５ 

 

 

 

１９４４ 

 

 

１９４５ 

 

 

１９４８ 

 

 

 

 

 

 

 

わかんないじゃんという精神がとてもかっこいいなって思いましたし、 

お話を聞けてとてもありがたかったです。楽しかったです。 

 

葦原 

うれしいですそう言っていただけて。 

 

髙橋 

海さんはたくさんをお話ししていただきましたけど今日いかがでしたか？ 

 

葦原 

まず、そもそもお２人が事前に知ってくださっていたことにすごいびっくりして

いて。 

 

 

ユージ 

ちょっとなんかうれしかったですもん。今日海さんなんだって 

 

髙橋 

ついに会えたって感じです。 

 

葦原 

それで普段発信をしていることが、そういった方たちに届いて、 

もうすでに届いているっていうのが伝わったのがまずうれしくて、 

 

ユージ 

本当にいろんな人に届いていると思いますよ 

 

髙橋 

海さんの魅力も全世界に届いていると思いますよ 

 

髙橋 

お２人とも本当にありがとうございました。 

それではバイバイ！ 

 

 


